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毎
年
冬
に
な
る

と
、
太
平
洋
側
の
気

候
を
う
ら
や
ま
し
い

と
思
っ
て
き
た
が
、

今
年
の
北
陸
は
雪
が

降
ら
な
い
。
除
雪
を

す
る
必
要
も
な
く
、
た
だ
寒
い

だ
け
で
普
段
と
変
わ
り
な
い
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
。
昨

年
が
豪
雪
だ
っ
た
だ
け
に
、
な

お
の
こ
と
暖
冬
の
あ
り
が
た
さ

が
身
に
し
み
る
。

こ
の
暖
冬
の
原
因
は
、
エ
ル

ニ
ー
ニ
ョ
現
象
が
影
響
し
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
エ
ル
ニ

ー
ニ
ョ
現
象
と
は
、
南
米
ペ
ル

ー
沖
の
海
面
の
水
温
が
上
昇
す

る
現
象
で
、
こ
れ
が
発
生
す
る

と
大
気
の
対
流
活
動
が
変
化

し
、
北
極
周
辺
の
偏
西
風
の
蛇

行
は
小
さ
く
な
り
、
寒
気
の
南

下
が
妨
げ
ら
れ
、
西
高
東
低
の

冬
型
の
気
圧
配
置
が
長
続
き
せ

ず
に
暖
冬
に
な
る
そ
う
だ
。

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
が
発
生

す
る
原
因
は
ま
だ
は
っ
き
り
分

か
っ
て
い
な
い
が
、
地
球
温
暖

化
と
関
係
が
あ
る
と
も
言
わ
れ

て
い
る
。
こ
の
暖
冬
も
地
球
温

暖
化
の
影
響
か
と
考
え
る
と
、

い
く
ら
生
活
が
楽
で
も
手
放
し

で
喜
ん
で
は
い
ら
れ
な
い
。

も
っ
と
も
、
ス
キ
ー
場
関
係

者
を
は
じ
め
、
農
家
の
人
た
ち

な
ど
異
常
気
象
に
よ
っ
て
困
っ

て
い
る
人
も
大
勢
い
る
わ
け

で
、
や
は
り
異
常
気
象
は
決
し

て
喜
ば
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

だ
か
ら
と
言
っ
て
大
雪
に
な
る

こ
と
を
望
む
わ
け
に
も
い
か

ず
、
わ
れ
わ
れ
に
で
き
る
こ
と

は
、
一
人
ひ
と
り
が
環
境
問
題

を
真
剣
に
考
え
て
い
く
こ
と
し

か
な
い
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
新
聞
が
送
ら
れ

る
こ
ろ
に
は
、
雪
は
積
も
っ
て

い
る
だ
ろ
う
か
？
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♪ 

♪ ♪ 
♪ 

♪ ♪ ♪ 

♪ 

♪ 

♪ 

♪ 
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ドクターズ・ファミリー・コンサート・2007ドクターズ・ファミリー・コンサート・2007ドクターズ・ファミリー・コンサート・2007
過去最高の12組が出演 過去最高の12組が出演 

機関紙・文化部員　北山　吉明（金沢市・形成外科） 

石
川
県
保
険
医
協
会
の
恒
例

文
化
行
事
で
あ
り
ま
す
ド
ク
タ

ー
ズ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
コ
ン
サ

ー
ト
・
2
0
0
7
が
、
一
月

十
三
日
（
土
）
に
金
沢
ア
ー
ト

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
格
的
な
音
楽
ホ
ー
ル
で
二

年
ぶ
り
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
い
う

こ
と
で
、
会
員
、
家
族
、
ス
タ

ッ
フ
、
友
人
と
い
っ
た
多
く
の

参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
井
沢
宏
夫

会
長
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
ま

し
た
。
司
会
の
大
平
政
樹
理
事

は
、
前
回
に
続
い
て
の
大
役
で

す
。
あ
ら
か
じ
め
勉
強
し
た
ノ

ー
ト
を
手
に
、
ゆ
っ
く
り
と
落

ち
着
い
た
語
り
口
で
、
格
調
高

く
コ
ン
サ
ー
ト
を
進
め
て
く
れ

ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
声
楽
独
唱

が
五
題
、
ギ
タ
ー
独
奏
お
よ
び

二
重
奏
が
三
題
、
ピ
ア
ノ
独

奏
、
篠
笛
独
奏
、
フ
ル
ー
ト
独

奏
、
木
管
四
重
奏
が
各
一
題

と
、
変
化
に
富
ん
だ
も
の
に
な

り
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
常
連
の
勝
木
、

狩
野
、
牛
村
、
広
崎
、
佐
川
、

藤
村
各
先
生
方
は
、
い
つ
も
に

増
し
て
安
定
し
た
演
奏
を
披
露

し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
村

田
、
荻
野
各
先
生
の
上
達
は
す

ば
ら
し
く
、
二
年
間
の
練
習
成

果
が
花
開
き
ま
し
た
。
初
参
加

の
長
山
郁
生
先
生
、
北
山
杏
子

さ
ん
、
江
守
麻
衣
子
さ
ん
、
万

年
美
加
さ
ん
とM

isty

の
皆
さ

ん
、
そ
し
て
高
松
佳
緒
里
さ
ん

の
お
陰
で
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
新

し
く
さ
わ
や
か
な
風
が
吹
き
ま

し
た
。

会
場
に
来
ら
れ
た
方
か
ら

は
、「
本
当
に
楽
し
い
コ
ン
サ

ー
ト
で
し
た
」「
い
ろ
ん
な
ジ

ャ
ン
ル
の
音
楽
が
聴
け
て
楽
し

か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

音
楽
を
通
し
て
、
保
険
医
協

会
会
員
と
家
族
、
ス
タ
ッ
フ
、

患
者
さ
ん
と
の
間
に
、
新
た
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
が

築
か
れ
た
な
ら
、
こ
ん
な
う
れ

し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ギター独奏：広崎晃雄（小松市・広崎外科医院）

フルート独奏：荻野知己
（金沢市・おぎの胃腸科クリニック）

バリトン独唱：藤村和昌
（金沢市・藤村有松眼科医院）

独唱：佐川元保
（内灘町・金沢医科大学呼吸器外科）

独唱・二重唱：
北山吉明（金沢市・北山クリニック）
北山杏子

ピアノ独奏：江守麻衣子
（金沢市・江守歯科医院）

独唱：高松佳緒里
（金沢市・内科高松医院）

ギター独奏：長山郁生
（金沢市・長山耳鼻咽喉科医院）

司会：大平政樹
（金沢市・大平クリニック）

木管四重奏：Misty（ミスティ）
万年美加（金沢市・江守歯科医院）、両川いづみ
竹谷香織、寺井慎吾

独唱：勝木育夫
（小松市・勝木医院）

篠笛独奏：村田祐一
（金沢市・むらた小児科医院）

ギター二重奏・歌：
狩野宏成（金沢市・かりの眼科医院）
牛村　繁（白山市・うしむら眼科クリニック）

『保険医の経営と税務』 『保険医の経営と税務』 
2007年度版 

ご希望の会員に無料で差し上げます 
詳しくは4面参照 
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第2回保団連代議員会報告 

目的推進のために熱い議論 目的推進のために熱い議論 目的推進のために熱い議論 目的推進のために熱い議論 
理事 平田　米里（野々市町・歯科） 理事 平田　米里（野々市町・歯科） 

◎ 万が一に備えて安心の大型補償
　  （月間所得の範囲内であれば、月額最高（300万円を上限）まで補償されます。） 

◎ 無事故の場合、保険料の20％が戻ります
◎ 面倒な加入審査は不要です
　  （加入時に現在の健康状況を告知するだけで面倒な診査は必要ありません。） 

保険医協会（076-222-5373）まで お問い合わせは・・・ 

三井住友海上火災株式会社が、「保険金の不払い・支払漏れ」を理由に昨年
6月より保険業法に基づく行政処分を受けました。当会の所得補償保険につ
いても契約締結・募集にかかわる業務を停止、新たな加入の受付ができず、加
入を希望される方にはご迷惑をお掛けしておりました。このたび金融庁は団
体契約の複利厚生事業とみなされる所得補償保険（第二休保）について加入
受付を認め、受付再開となりました。ぜひご加入を検討ください。 

─ 募集再開に関して ─ 

2007/6/1 6/8 7/7 8/7

免責7日間 月額100万円 月額100万円

「第2休業保障制度」
更新期募集中
「第2休業保障制度」
更新期募集中
「第2休業保障制度」
更新期募集中
募集期間：2月1日～2月28日

45歳の医師・歯科医師で10口（1口10万円）ご加入の場合 

● 月額保険料　21,800円（2,180円×10口） 

● 月額保険金額　100万円 

● 免責期間7日間 

 

 

 

～～～～～保険金のお支払例～～～～～

就業不能開始日 
 

『
保
険
診
療
を
充
実
す
る
こ

と
で
、
国
民
の
窓
口
負
担
金
を

よ
り
低
く
、
よ
り
安
全
な
医
療

を
提
供
す
る
』
こ
と
を
目
標
と

す
る
保
団
連
に
と
っ
て
、
許
し

が
た
い
改
悪
が
毎
年
異
常
な
ス

ピ
ー
ド
で
次
々
と
政
府
か
ら
打

ち
出
さ
れ
て
く
る
現
状
に
危
機

感
を
感
じ
て
の
こ
と
か
、
ま
た

は
、
保
団
連
の
ひ
と
つ
の
柱
と

な
っ
て
い
る
休
業
保
障
制
度
の

維
持
存
続
の
危
機
に
危
惧
を
感

じ
て
か
、
全
国
代
議
員
の
ほ
ぼ

皆
出
席
の
も
と
、
熱
気
あ
ふ
れ

た
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

発
言
通
告
の
最
多
を
集
め
た

の
は
共
済
制
度
問
題
で
、
会
員

の
関
心
の
高
さ
を
物
語
っ
た
。

現
状
維
持
を
図
る
た
め
『
適
用

除
外
』
を
求
め
る
署
名
活
動
を

さ
ら
に
迅
速
強
化
す
る
運
動
を

続
け
る
一
方
で
、
次
善
の
策
と

し
て
共
済
協
同
組
合
設
立
を
も

視
野
に
入
れ
た
運
動
方
針
が
議

論
さ
れ
た
。

保
団
連
の
誇
る
優
秀
な
地

方
・
本
部
事
務
局
と
執
行
部
の

連
携
強
化
に
つ
い
て
も
、
熱
い

議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
時
間
の

猶
予
の
な
い
時
勢
に
お
い
て
は

若
干
組
織
論
に
時
間
を
食
い
す

ぎ
た
難
点
は
あ
る
が
、
会
員
の

経
営
、
国
民
の
健
康
を
守
る
た

め
の
組
織
運
営
の
在
り
方
が
、

欠
点
を
も
含
め
て
公
に
堂
々
と

議
論
さ
れ
た
こ
と
は
、
保
団
連

ら
し
さ
の
一
つ
の
現
れ
と
見
る

こ
と
に
し
よ
う
。

石
川
協
会
は
、
議
長
か
ら
予

期
せ
ぬ
時
間
制
約
が
か
か
っ
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
予
定
さ
れ
て

い
た
発
言
を
急
遽
、
文
書
発
言

に
切
り
替
え
、
議
事
運
営
に
協

力
す
る
こ
と
と
し
た
が
、
そ
の

内
容
は
執
行
部
も
認
め
た
よ
う

に
、
全
国
に
広
く
注
視
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
っ
た
（
下
記
発

言
内
容
参
照
）。

共
済
制
度
に

関
心
集
ま
る

全国から300人が集まり熱気のこもった会場

二
〇
〇
七
年
一
月
二
十
八
日
、
東
京
・
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ

テ
ル
に
お
い
て
、「
二
〇
〇
六
年
〜
二
〇
〇
七
年
度
第
二
回

保
団
連
代
議
員
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

今
次
代
議
員
会
で
は
、
第
一
回
代
議
員
会
以
降
の
会
務
報

告
と
二
〇
〇
七
年
度
予
算
案
説
明
、
組
織
運
営
に
関
す
る
討

議
に
つ
づ
き
、
リ
ハ
ビ
リ
・
療
養
病
床
・
歯
科
医
療
等
の
診

療
報
酬
改
善
や
、
審
査
・
指
導
、
診
療
報
酬
オ
ン
ラ
イ
ン
請

求
、
休
業
保
障
制
度
等
に
つ
い
て
各
協
会
か
ら
の
発
言
と
保

団
連
か
ら
の
答
弁
が
行
わ
れ
た
。

出
席
者
は
代
議
員
百
十
五
人
（
定
数
百
十
六
人
）、
理
事

会
構
成
役
員
、
監
査
・
顧
問
・
参
与
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
ら

六
十
四
人
、
事
務
局
百
二
十
一
人
、
合
計
三
百
人
が
出
席
し

た
。石

川
協
会
か
ら
は
井
沢
宏
夫
代
議
員
と
平
田
米
里
代
議

員
、
小
野
事
務
局
員
が
出
席
し
た
。

本
紙
十
月
号
か
ら
連
載
し
た
「
保
険
者
に
よ
る
特
定
健

診
」
に
つ
い
て
、
井
沢
会
長
が
口
頭
発
言
を
行
う
予
定
で
あ

っ
た
が
、
組
織
活
動
分
野
の
討
論
が
長
引
い
た
た
め
、
急

遽
、
文
書
発
言
に
変
更
し
た
。

政府の医療費適正化計画の柱の一つとして、老健法による自治体健診が

廃止され、新たに医療保険者に対して「生活習慣病」に特化した「特定健

診・特定保健指導」が義務づけられ準備がすすめられているが、きわめて

問題が多い。

①住民健診の実施主体が地方自治体から保険者に移るため、医療保険の未

加入者が受診の機会が与えられない。

②健診の実施率や、保健指導による「メタボリック症候群の減少」が数値

目標に達成しないと、保険者への拠出金を削減できるため、保険者同士

が競合させられ、成果の上げにくい国保などで赤字が拡大することは必

須である。

③また、医療機関でない民間事業者を参入させコスト競争や「医療へ移ら

せない」競争を行なわせるなど、「国民の健康向上」のためではなく、

財界主導の「医療費削減」と「保健事業の民間市場拡大」が主要な眼目

と言ってよい。

昨年８月以来、石川協会では産業医の理事を中心に、特定健診・保健指

導について協会新聞に３カ月にわたり解説記事を掲載し、会員に注意を喚

起し、新年号には小松市のモデル事業関係者と県医師会担当理事との座談

会を載せた。

また、昨秋以降、北信越ブロック会議、保団連政策部会、地域医療対策

部会などでも積極的に問題提起し、オピニオンリーダーとして役割を果た

した。

今後、『月刊保団連』２月号から関係論文を掲載させていただく。

今年は特定健診の実施に向けて、各協会がどう対応していくか検討すべ

き時期かと思うが、保団連としても特定健診・特定保健指導問題への取り

組みを早急に強め、全国各県での状況や取り組みを知らせていただきたい。

理事 平田　米里（野々市町・歯科） 
会長　井沢　宏夫（金沢市・内科） 

特定健診・特定保健指導について 特定健診・特定保健指導について 
第2回 保団連代議員会発言趣旨 
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九
条
の
会
・
石
川
医
療
者
の
会
準
備
会
 

協
会
会
議
室
で
憲
法
学
習
会
 

協
会
会
議
室
で
憲
法
学
習
会
 

憲
法
を「
反
故
」に
す
る
国
民
保
護
法
 

憲
法
を「
反
故
」に
す
る
国
民
保
護
法
 

2007年 3月17日（土） 

雇用と働き方の戦後史  ～安心して暮らせる社会への手がかりを求めて～ 

金沢大学経済学部教授 伍賀一道 先生 
※記念講演は無料で、どなたでも参加できますが、準備のため３月１２日までにお申し込みください。 
　（電話０７６－２２２－５３７３） 

午後6時～7時半 記念講演 
午後7時半～8時半 総会議事 

金沢都ホテル　5階加賀の間 

石川協会 第３３回 
定期総会の開催案内 
石川協会 第３３回 
定期総会の開催案内 

　今日の日本の雇用と働き方・働かせ方の特徴は、「非正規雇用（フリーター）の増加」と「正社員の働き
すぎ」が同時進行していることである。正社員でない雇用形態が労働者全体の三割を超え、女性では非
正規雇用がいまや多数派となった。ひとたびフリーターになるとなかなかそこから脱出することが難しい。 
　都会では、ネットカフェに寝泊まりしながら日雇いに出かける若者も目立つようになった。「戦後最長の好
況期」にあるとはいえ、企業は正社員の採用よりも、もっぱらパートや派遣社員、請負労働者を増やす方針
を変えようとはしない。 
　他方、正社員には過労死と隣り合わせの精鋭的働き方、長時間労働を求めている。現代日本では「雇
用と働き方の質」が急速に劣化しているようだ。医師のもとで病気を治したくてもどうにもならない人びと
（ワーキングプア）も増加している。 
　なぜこのような事態になったのか、戦後６０年あまりの日本経済を振り返りながら考えてみたい。安心して
暮らせる社会を作るためのヒントもそこから見えてくるように思われる。 

【講演要旨】 

と　き と　き 

ところ ところ 

演　題 演　題 

講　師 講　師 

（総会記念講演） 
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1
1
1
1
1
1
1
1
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1
1
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囲 

解 
答 

碁 2

4 5 7

3 1

39 イ 8

2
6

一 

二 

三 

四 

五 

六 

七 

八 

8 97654321

（
問
題
は
6
面
に
あ
り
ま
す
） 

黒
1
か
ら
3
が
好
手
で
以
下
黒
9

ま
で
白
は
イ
に
打
て
な
く
白
死
で
す
。
 

黒
1
で
4
あ
る
い
は
5
で
は
白
1

で
活
き
。
黒
3
で
4
は
白
3
で
や
は

り
活
き
ま
す
。
 

〈
正
解
〉
3
四
香
、
同
飛
、
3
一
馬
、

同
玉
、
3
三
香
、
同
飛
、
2
三
桂
、
同

飛
、
5
三
角
、
3
二
玉
、
4
二
角
成
ま

で
十
一
手
詰
め
。 

〈
解
説
〉
4
二
馬
や
4
一
角
で
は
上
部

へ
逃
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
は
逃
げ
道

を
ふ
さ
ぐ
3
四
香
で
、
同
銀
は
3
一

馬
以
下
の
早
詰
み
、
ま
た
2
三
玉
な

ら
3
二
角
以
下
駒
余
り
の
詰
み
に
。

同
飛
に
3
一
馬
か
ら
3
三
香
が
好
手

順
で
、
同
桂
な
ら
1
三
角
以
下
早
く

詰
み
ま
す
。
同
飛
に
2
三
桂
が
や
は

り
逃
げ
道
を
ふ
さ
ぐ
決
め
手
で
、
同

飛
に
5
三
角
を
得
て
収
束
し
ま
す
。 

（
問
題
は
6
面
に
あ
り
ま
す
） 

将
棋
解
答 

ま
ず
、
飯
森
氏
は
国
民
保
護

法
の
現
段
階
と
し
て
、
二
〇
〇

六
年
一
月
二
十
日
に
石
川
県
国

民
保
護
計
画
が
承
認
済
み
で
あ

る
こ
と
、
二
〇
〇
六
年
度
中
を

目
指
し
現
在
市
町
村
レ
ベ
ル
の

国
民
保
護
計
画
の
作
成
が
進
行

し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
。

続
い
て
、
同
法
が
保
護
さ
れ

る
住
民
の
意
見
を
聞
か
ぬ
ま
ま

作
成
さ
れ
て
い
る
点
、
戦
争
遂

行
体
制
を
作
り
憲
法
の
平
和
主

義
に
反
す
る
点
、
回
避
不
能
で

あ
る
自
然
災
害
と
回
避
可
能
な

「
武
力
攻
撃
災
害
」
と
の
混
同

に
よ
っ
て
、
武
力
攻
撃
が
い
か

に
も
自
然
現
象
で
あ
り
「
協
力

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
意

識
さ
せ
る
よ
う
な
危
険
性
を
は

ら
ん
で
い
る
点
、
理
解
し
な
い

ま
ま
に
す
で
に
組
み
込
ま
れ
、

訓
練
な
ど
が
す
で
に
実
施
さ
れ

て
い
る
点
な
ど
の
問
題
を
指
摘

し
た
。

次
に
国
民
保
護
法
・
石
川
県

国
民
保
護
計
画
、
と
も
に
医
療

従
事
者
・
医
療
機
関
が
完
全
に

組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
、

条
文
を
挙
げ
紹
介
さ
れ
た
。
施

設
の
確
保
・
医
療
従
事
者
の
確

保
・
医
薬
品
の
提
供
な
ど
で
、

医
療
機
関
が
戦
争
に
借
り
出
さ

れ
る
体
制
が
す
で
に
法
・
計
画

な
ど
で
決
定
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

「
医
薬
品
の
売
り
渡
し
要
請
」

「
医
療
の
実
施
の
要
請
」
な
ど

の
条
文
に
は
、
自
治
体
首
長
ら

に
よ
る
要
請
を
拒
否
す
れ
ば
強

制
が
可
能
で
あ
り
、
現
在
罰
則

規
定
は
な
い
も
の
の
、
拒
否
の

問
題
に
お
い
て
は
、
思
想
や
信

条
に
反
す
る
か
ら
と
い
っ
た
理

由
に
よ
り
要
請
な
ど
を
拒
否
す

る
こ
と
は
「
正
当
な
理
由
」
に

は
当
た
ら
な
い
と
す
る
県
の
見

解
も
紹
介
さ
れ
た
。

ま
た
、
有
事
に
は
罰
則
規
定

を
設
け
る
な
ど
、
法
律
改
正
を

行
い
、
戦
争
に
否
応
も
な
く
参

加
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
危
惧
さ

れ
る
と
の
お
話
が
あ
っ
た
。

講
演
後
参
加
者
か
ら
は
「
こ

の
法
律
は
、
違
憲
で
は
な
い
の

で
す
か
」
と
の
質
問
に
「
違
憲

で
す
よ
、
で
も
裁
判
所
が
憲
法

判
断
し
な
い
で
す
か
ら
」
と
の

や
り
と
り
や
、「
心
肺
蘇
生
法
・

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
除
細
動

器
）
の
普
及
や
、
す
べ
て
の
医

師
が
外
科
処
置
で
き
る
よ
う
な

教
育
体
制
へ
の
変
化
も
関
係
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
知
ら
な

い
間
に
覚
え
さ
せ
ら
れ
浸
透
し

て
い
る
と
す
れ
ば
怖
い
で
す

ね
」
と
い
っ
た
感
想
、「
医
師

会
で
は
指
定
地
方
公
共
機
関
と

し
て
実
際
に
医
師
会
内
で
プ
ラ

ン
作
り
が
進
行
し
て
い
ま
す
」

と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
現
在
私
た
ち

の
知
ら
な
い
間
に
着
実
に
国
民

保
護
計
画
が
策
定
さ
れ
、
戦
時

に
対
応
可
能
な
体
制
づ
く
り
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

飯
森
氏
が
投
げ
か
け
た
よ
う

に
「
国
民
保
護
法
は
本
当
に
国

民
を
『
保
護
』
す
る
の
か
、
そ

れ
と
も
平
和
憲
法
の
人
権
保
障

規
程
を
『
反
故
』
に
す
る
の

か
」
に
つ
い
て
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
見
定
め
、
こ
の
重
大

な
動
き
を
注
視
し
て
い
く
必
要

が
あ
ろ
う
。

次
回
は
、
医
療
従
事
者
と
戦

争
の
か
か
わ
り
を
テ
ー
マ
と
し

た
、
憲
法
講
演
会
の
開
催
を
予

定
し
て
い
る
。
皆
さ
ん
も
ご
参

加
の
上
、
こ
の
流
れ
の
先
に
あ

る
も
の
を
一
緒
に
考
え
る
機
会

を
持
て
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

九
条
の
会
・
石
川
医
療
者
の
会
準
備
会
で
は
、
一
月

二
十
五
日
（
木
）
協
会
会
議
室
に
て
、
金
沢
合
同
法
律
事
務

所
の
飯
森
和
彦
弁
護
士
を
お
迎
え
し
、「
九
条
改
憲
と
医
療

機
関
の
か
か
わ
り
〜
国
民
保
護
法
と
国
民
保
護
計
画
の
現
局

面
〜
」
と
題
し
た
第
二
回
憲
法
講
演
会
を
開
催
し
た
。

以
下
、
講
演
会
の
要
旨
を
報
告
す
る
。

高
齢
化
社
会
が
進
む

に
つ
れ
、
社
会
保
障
費

は
増
え
て
行
く
も
の
で

あ
り
、
こ
れ
を
ど
う
賄

う
か
と
い
う
議
論
は
避

け
て
通
れ
な
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
と
き
に
決
ま
っ

て
消
費
税
の
一
部
福
祉
目
的
税
化
も

含
め
た
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
が

議
論
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

各
メ
デ
ィ
ア
で
は
国
や
地
方
自
治

体
の
歳
出
増
加
を
語
る
際
に
は
、
枕

詞
の
よ
う
に
「
社
会
保
障
費
な
ど
の

増
加
に
伴
い
」
と
い
う
文
言
が
使
わ

れ
、
社
会
保
障
が
大
き
な
財
政
負
担

で
あ
り
、
ま
る
で
厄
介
者
の
よ
う
な

扱
い
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
す
る
財
源
を
確
保
す
る

に
は
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
も
や
む

な
し
と
の
論
調
が
す
で
に
大
勢
の
よ

う
で
、
あ
と
は
選
挙
の
時
期
と
絡
め

て
政
府
側
が
い
つ
そ
れ
を
言
い
出
す

の
か
と
い
っ
た
よ
う
な
報
道
さ
え
目

に
付
く
。

し
か
し
な
が
ら
、
社
会
保
障
を
後

退
さ
せ
な
い
こ
と
を
消
費
税
率
引
き

上
げ
の
隠
れ
蓑
に
し
て
も
よ
い
だ
ろ

う
か
。
そ
も
そ
も
消
費
税
と
い
う
も

の
は
最
も
逆
進
性
の
高
い
も
の
で
あ

り
、
社
会
保
障
費
の
た
め
に
こ
の
税

率
を
上
げ
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、

実
は
本
末
転
倒
な
の
で
あ
る
。

折
か
ら
企
業
収
益
の
改
善
が
顕
著

と
な
り
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
長
い
不

況
か
ら
何
と
か
抜
け
出
す
気
配
が
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
国
民
生
活
は
そ
の
恩
恵

に
浴
し
て
い
る
と
は
と
て
も
い
え
な

い
印
象
で
あ
る
。
完
全
失
業
率
こ
そ

わ
ず
か
に
改
善
し
た
も
の
の
非
正
規

雇
用
ば
か
り
が
拡
大
し
、
人
件
費
は

圧
縮
さ
れ
、
そ
の
犠
牲
の
上
に
多
く

の
企
業
が
空
前
の
利
益
を
計
上
し
て

い
る
。

法
人
課
税
を
強
化
す
る
こ
と
は
企

業
の
活
力
を
失
わ
せ
る
と
い
う
議
論

が
あ
る
が
、
一
般
国
民
に
こ
れ
以
上

の
負
担
を
強
い
る
こ
と
は
、
社
会
全

体
の
活
力
を
削
ぐ
こ
と
に
な
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
般
家
計
の
貯

蓄
率
は
過
去
最
低
と
な
っ
て
お
り
、

貯
蓄
ど
こ
ろ
か
蓄
財
の
取
り
崩
し
が

増
え
た
と
の
見
方
も
あ
る
。
将
来
に

不
安
の
あ
る
ま
ま
で
は
個
人
消
費
が

伸
び
る
は
ず
も
な
く
、
結
局
、
企
業

に
と
っ
て
も
不
利
益
と
な
る
は
ず
で

あ
る
。
十
分
過
ぎ
る
利
益
を
あ
げ
て

い
る
企
業
に
は
、
そ
の
社
会
的
責
任

を
目
に
見
え
る
形
で
要
請
す
べ
き
で

あ
る
。

今
年
は
選
挙
の
年
と
さ
れ
て
い

る
。
自
分
た
ち
の
将
来
を
見
据
え
な

が
ら
、
自
分
の
一
票
を
行
使
し
た
い

も
の
で
あ
る
。

社
会
保
障
の
理
念
に
反
す
る 

消
費
税
率
の
引
き
上
げ 

社
会
保
障
の
理
念
に
反
す
る 

消
費
税
率
の
引
き
上
げ 

講師の飯森和彦弁護士

国
民
保
護
計
画
の

進
行
状
況
と
そ
の
問
題
点

医
療
従
事
者
と
国
民
保
護
法

講
演
の
後
に
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―確定申告・医業経営改善のために―(2007年版)

ご希望の会員に無料でお送りします 
（注文無料制です。ご希望の方は、お早めに、必ずご連絡を） 

 

─ 目 次 ─
２００６年度税制改正の主要点と２００７年度税制改正のポイント

確定申告の時期が近づいてきました。保団連が確定申告や日常
の経営税務対策のために毎年発行しているテキスト『保険医の経
営と税務』の２００７年度版が２月初めに発行されました。 
２００７年税制改正では、大企業減税と国民大増税路線を打ち出し
ました。また、その後の消費税増税計画も
準備しています。 
今後さらに徴税攻勢が強まることが予
想されますので、ぜひご活用ください。 
保険医協会では、同テキストを希望する
会員に無料でお送りします。 
＊会員は１冊無料ですが、申し出のあった方にお送りします。 

＊２冊目からは有料（定価１,５００円）となります。 

公
立
穴
水
総
合
病
院
　
院
長
　
横
井
　
克
己（
穴
水
町
・
外
科
） 

地
域
医
療
へ
の
情
熱 

地
域
医
療
へ
の
情
熱 

病
院
は
今
… 

寄　稿 寄　稿 医
師
に
な
っ
て
三
十
一
年
、

地
方
の
公
立
病
院
の
院
長
職
に

つ
い
て
か
ら
は
十
八
年
、
ど
ん

な
環
境
下
で
も
、
常
に
目
一
杯

楽
し
み
な
が
ら
仕
事
が
で
き
た

こ
と
に
非
常
に
幸
せ
を
感
じ
て

い
る
が
、
反
面
、
こ
こ
数
年
は

若
い
先
生
方
の
考
え
方
、
行
動

に
自
分
と
違
う
も
の
を
感
じ
る

こ
と
も
あ
り
、
一
抹
の
寂
し
さ

も
覚
え
て
い
る
。
新
任
の
先
生

に
「
ど
う
し
て
医
師
に
な
っ
た

の
で
す
か
？
」
と
よ
く
聞
く
の

で
あ
る
が
、
先
生
方
か
ら
は
元

気
の
良
い
返
答
が
帰
っ
て
こ
な

い
こ
と
が
あ
る
。
私
の
期
待
す

る
の
は
「
医
師
に
な
り
た
か
っ

た
か
ら
」
と
い
う
自
主
性
、
主

体
性
を
持
っ
た
返
答
で
あ
る

が
、「
家
族
周
囲
か
ら
す
す
め

ら
れ
た
か
ら
」「
高
校
の
先
生

が
医
学
部
を
薦
め
た
か
ら
」

「
何
と
な
く
」
な
ど
と
言
わ
れ

る
と
正
直
な
と
こ
ろ
ガ
ッ
ク
リ

す
る
。
そ
れ
は
、
若
い
先
生
方

に
も
っ
と
も
っ
と
楽
し
ん
で
仕

事
を
し
て
欲
し
い
と
心
底
願
っ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

少
子
高
齢
化
、
医
療
制
度
改

革
、
経
済
の
低
迷
、
国
民
の
意

識
の
変
容
な
ど
、
医
療
を
取
り

巻
く
環
境
の
慌
た
だ
し
い
変
化

で
、
わ
が
国
の
医
療
は
非
常
に

混
迷
を
来
し
て
い
る
。
特
に
地

方
で
は
平
成
十
六
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
医
師
臨
床
研
修
制
度
が

大
き
な
ト
リ
ガ
ー
と
な
っ
て
医

師
不
足
が
顕
著
と
な
り
、
地
域

の
医
療
は
非
常
な
危
機
を
迎
え

て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
わ
が

国
の
医
療
は
崩
壊
し
か
ね
な

い
。
今
ま
さ
に
医
療
全
体
の
こ

と
を
国
民
的
議
論
と
し
て
誰
も

が
真
剣
に
語
り
合
う
べ
き
時
で

あ
る
。

医
師
を
目
指
そ
う
と
す
る
ほ

と
ん
ど
の
人
は
、
医
師
と
い
う

職
業
に
対
し
て
ミ
ッ
シ
ョ
ン

（
使
命
感
）
を
持
っ
て
い
る
と

信
じ
た
い
。
ま
た
、
た
と
え
医

学
部
入
学
が
受
動
的
動
機
で
あ

ろ
う
と
も
、
使
命
感
の
誘
導
、

育
成
は
、
医
学
部
教
育
の
責
務

で
あ
る
。
使
命
感
と
と
も
に
医

師
の
素
養
と
し
て
幅
広
い
人
間

性
を
持
た
せ
る
よ
う
な
医
学
教

育
の
改
革
を
強
く
願
っ
て
い

る
。
使
命
感
、
人
間
性
は
、
い

か
な
る
医
療
環
境
の
変
化
に
も

負
け
る
こ
と
の
な
い
大
切
な
武

器
で
あ
る
か
ら
。

医
師
臨
床
研
修
の
プ
ラ
イ
マ

リ
ー
医
療
重
視
の
理
念
は
素
晴

ら
し
い
が
、
結
果
と
し
て
地
方

の
医
師
不
足
と
い
う
事
態
を
引

き
起
こ
し
た
。
学
生
時
代
の
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
は
地
域
医
療

へ
の
情
熱
が
か
な
り
う
か
が
わ

れ
る
が
、
臨
床
研
修
終
了
後

は
、
そ
の
情
熱
は
低
下
し
て
し

ま
う
。
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
？
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
魅
力
な
ど
も
あ
ろ
う
が
、

地
域
で
の
医
師
不
足
に
よ
る
過

重
労
働
、
処
遇
の
問
題
、
あ
る

い
は
医
療
事
故
へ
の
対
応
な
ど

が
大
き
な
要
素
で
あ
ろ
う
。
都

市
部
周
辺
と
違
っ
て
地
方
の
医

師
不
足
は
、
即
、
医
療
不
足
に

直
結
す
る
。
医
師
臨
床
研
修
終

了
後
に
地
域
の
医
療
へ
の
従
事

の
義
務
化
、
診
療
報
酬
上
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
都
市
部
と

の
区
別
な
ど
、
国
の
施
策
と
し

て
一
刻
も
早
い
実
現
を
願
っ
て

い
る
。

厳
し
い
医
療
環
境
の
下
、
医

療
機
関
の
経
営
赤
字
問
題
が
盛

ん
に
議
論
の
的
に
な
っ
て
い

る
。
医
療
機
関
、
医
療
器
機
メ

ー
カ
ー
、
製
薬
会
社
な
ど
、
医

療
に
携
わ
っ
て
い
る
も
の
の
中

で
、
赤
字
は
医
療
機
関
だ
け
で

あ
る
。
医
療
機
関
は
経
営
感
覚

に
疎
い
（
？
）
と
い
う
こ
と
を

差
し
引
い
て
も
、
こ
の
現
実
は

納
得
い
か
な
い
も
の
が
あ
り
、

特
に
某
製
薬
会
社
の
経
常
利
益

た
る
や
何
千
億
の
事
実
は
、
た

だ
驚
き
で
あ
る
。
企
業
が
利
益

を
得
る
こ
と
を
否
定
す
る
わ
け

で
は
な
い
が
、
医
療
機
関
と
の

あ
ま
り
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
は
、

国
の
施
策
に
疑
問
を
感
じ
ざ
る

を
得
な
い
。
さ
ら
に
は
、
こ
の

赤
字
問
題
に
輪
を
か
け
て
、
マ

ス
コ
ミ
が
こ
ぞ
っ
て
医
療
事
故

を
取
り
上
げ
て
い
る
。
マ
ス
コ

ミ
は
結
果
だ
け
を
国
民
受
け
す

る
よ
う
な
表
現
で
書
き
立
て
る

こ
と
が
多
い
が
、
な
ぜ
そ
う
な

っ
た
の
か
、
で
は
今
後
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
か
と
い
う
建
設
的

な
論
調
が
非
常
に
少
な
い
。
国

民
の
医
療
不
信
を
少
し
で
も
緩

和
す
る
責
任
が
マ
ス
コ
ミ
に
も

あ
る
こ
と
を
、
関
係
者
に
は
強

く
意
識
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

地
域
の
医
療
に
取
り
組
ん
で

約
二
十
五
年
、
最
近
で
は
医
師

不
足
に
始
ま
る
難
局
の
オ
ン
パ

レ
ー
ド
で
あ
る
が
、
決
し
て
悲

観
的
で
は
な
い
。
妻
を
は
じ
め

自
分
を
支
え
て
く
れ
る
家
族
や

信
頼
で
き
る
素
晴
ら
し
い
仲
間

に
囲
ま
れ
て
、
難
局
打
破
に
立

ち
向
か
う
こ
と
に
喜
び
す
ら
感

じ
て
い
る
。
地
域
医
療
の
現
状

は
確
か
に
厳
し
い
が
、
そ
れ
を

苦
悩
と
す
る
か
は
一
重
に
自
身

の
気
持
ち
の
持
ち
よ
う
で
あ

る
。若

い
医
療
者
よ
、
い
つ
で
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持
っ
て
地

域
の
医
療
に
立
ち
向
か
っ
て
欲

し
い
。
そ
の
た
め
の
支
援
は
で

き
る
限
り
惜
し
ま
な
い
覚
悟
で

あ
る
。
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が
基
本
で
す
。

夜
勤
帯
の
食
事
を
中
心
に
、
身

の
回
り
の
援
助
が
必
要
な
時
間
帯

に
、
病
棟
ご
と
に
独
自
に
早
番
や

遅
番
を
作
っ
て
い
ま
す
。

週
休
二
日
制
で
す
が
、
二
日
連

続
で
休
む
こ
と
が
で
き
る
と
き
は

め
っ
た
に
あ
り
ま
せ
ん
。
勤
務
と

勤
務
の
間
隔
は
日
勤
（
十
七
時

十
五
分
終
業
）
↓
深
夜
（
０
時
始

業
）、
準
夜
（
０
時
四
十
五
分
終

業
）
↓
日
（
八
時
三
十
分
始
業
）

で
、
身
体
が
休
ま
ら
な
い
ま
ま
働

い
て
い
ま
す
。
公
休
↓
深
夜
、
準

夜
↓
公
休
の
時
も
あ
り
、
有
意
義

な
休
日
と
な
ら
ず
、
次
の
勤
務
の

た
め
に
身
体
を
休
め
て
お
く
の
み

に
な
っ
て
い
る
看
護
師
が
多
い
で

す
。毎

日
が
ヒ
ヤ
リ
、
ハ
ッ
ト
と
働

い
て
い
ま
す
。
始
業
時
間
よ
り
早

く
出
勤
し
て
患
者
情
報
や
業
務
内

容
を
把
握
す
る
、
残
業
が
多
く
帰

宅
時
間
が
遅
い
等
々
、
特
に
小
さ

な
子
ど
も
を
抱
え
て
い
る
看
護
師

は
、
病
棟
で
は
働
き
に
く
い
状
況

に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
い

る
た
め
、
就
職
し
て
三
〜
四
〜
五

年
と
こ
れ
か
ら
能
力
が
発
揮
で
き

る
な
と
期
待
さ
れ
る
こ
ろ
に
退
職

し
て
い
く
人
が
と
て
も
多
い
で

す
。入

院
患
者
の
お
か
れ
て
い
る
状

況
と
い
え
ば
、
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
を

し
て
も
「
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ

さ
い
」
や
「
た
だ
い
ま
う
か
が
い

ま
す
」
と
言
わ
れ
な
が
ら
、
な
か

な
か
看
護
師
が
来
て
く
れ
な
い
と

不
満
が
募
り
ま
す
。

一
人
の
看
護
師
が
担
当
す
る
患

者
の
数
が
多
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
病
棟
が
大
き
く
、
ナ
ー
ス
セ

ン
タ
ー
か
ら
端
に
あ
る
病
室
が
遠

い
こ
と
に
も
一
因
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

ま
た
、
稼
働
率
を
上
げ
る
た
め

空
床
の
有
効
利
用
と
し
て
複
数
の

科
の
患
者
を
入
院
さ
せ
る
た
め
、

病
棟
業
務
は
煩
雑
に
な
り
、
看
護

師
も
自
信
を
も
っ
て
対
応
で
き
ず

に
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

生
き
生
き
と
働
き
た
い
。
患
者

に
優
し
く
接
し
た
い
。
日
々
進
歩

し
て
い
る
医
学
に
遅
れ
な
い
よ

う
、
ま
た
看
護
独
自
の
発
展
の
為

勉
強
も
し
た
い
の
で
す
が
、
疲
れ

ま
す
。
率
直
な
気
持
ち
で
す
。

医
療
に
手
厚
い
政
策
が
必
要
で

す
。

看
護
師
が
見
た 

医
療 

 

現
場 

医
療 

 

現
場 

第
十
話 

休日に体が休まらない 
（県内公的病院・看護師） 

私
が
勤
務
し
て
い
る
病
院
は
、

教
育
機
関
で
、
高
度
先
進
医
療
を

進
め
、
特
定
機
能
病
院
の
指
定
を

受
け
て
い
ま
す
。
一
フ
ロ
ア
五
十

床
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
病
院
も
患
者
か

ら
選
択
さ
れ
る
存
在
に
な
る
の

で
、
質
の
高
い
医
療
、
看
護
を
提

供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
時

間
外
の
研
修
、
研
究
、
講
演
会

と
、
半
ば
強
制
的
に
時
間
外
参
加

さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
上
、
二
〇
〇
六
年
四
月
の

診
療
報
酬
改
定
以
後
、
日
常
的
と

い
っ
て
も
過
言
で
な
い
く
ら
い

に
、
ス
タ
ッ
フ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
患
者
の
入
院
期
間
や
稼
働
率
、

節
電
、
節
約
な
ど
病
院
の
収
益
に

関
す
る
会
話
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

看
護
体
制
は
二
対
一
、
看
護
師

の
勤
務
シ
フ
ト
は
三
交
替

で
、
十
六
時
か
ら
の
準
夜
勤
は
三

人
、
０
時
か
ら
の
深
夜
勤
は
二
人
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骨
の
あ
る
時
代
劇
な
ら
、

仲
代
達
也
が
快
演
し
た
こ
の

作
品
を
挙
げ
た
い
。

物
語
は
、
江
戸
時
代
の
太

平
の
世
が
始
ま
っ
た
が
、
徳

川
幕
府
の
専
横
の
た
め
浪
人

と
成
り
果
て
、
苦
し
い
生
活

を
送
る
元
武
士
が
、
武
家
社

会
の
虚
飾
と
武
士
道
の
残
虐

性
を
暴
く
と
い
う
も
の
で
あ

る
。寛

永
七
年
、
井
伊
家
上
屋

敷
に
元
芸
州
福
島
家
浪
人
津

雲
半
四
郎
（
仲
代
達
也
）
が

訪
れ
、
玄
関
先
で
の
切
腹
を

申
し
出
る
。
井
伊
家
の
家
老

斉
藤
勘
解
由
（
か
げ
ゆ
と
読

む
、
三
国
連
太
郎
）
は
、
春

先
に
も
同
じ
申
し
出
を
し
た

若
い
浪
人
を
思
い
出
す
。
浪

人
の
当
世
流
の
た
か
り
を

苦
々
し
く
思
っ
た
勘
解
由

は
、
厚
遇
す
る
と
見
せ
か
け

て
そ
の
実
、
申
し
出
通
り
切

腹
の
場
を
し
つ
ら
え
た
。
慌

て
る
浪
人
に
持
参
し
た
竹
光

で
切
腹
を
強
要
し
、
無
残
な

最
期
を
遂
げ
さ
せ
た
。

二
心
を
持
た
な
い
そ
ぶ
り

の
半
四
郎
に
は
、
さ
っ
そ
く

庭
先
に
切
腹
の
場
を
し
つ
ら

え
、
そ
こ
に
端
座
し
た
半
四

郎
は
介
錯
人
に
井
伊
家
の
剣

客
沢
潟
彦
九
郎
（
お
も
だ
か

ひ
こ
く
ろ
う
と
読
む
、
先
ご

ろ
亡
く
な
っ
た
丹
波
哲
郎
が

憎
々
し
く
演
じ
る
）
を
指
名

す
る
。

そ
の
日
は
、
出
仕
し
て
い

な
い
彦
九
郎
を
待
つ
間
に
、

半
四
郎
は
身
の
上
話
を
始
め

る
。
話
の
中
で
春
先
に
惨
死

し
た
浪
人
千
々
岩
求
女
（
ち

じ
い
わ
も
と
め
と
読
む
、
石

浜
朗
）
が
出
て
き
て
、
実
は

自
分
の
娘
の
美
保
（
岩
下
志

麻
）
と
夫
婦
で
あ
っ
た
と
言

う
の
で
、
そ
こ
で
聞
い
て
い

る
勘
解
由
を
は
じ
め
と
す
る

井
伊
家
の
面
々
は
驚
い
て
し

ま
う
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
驚

愕
の
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ

て
く
る
。
何
と
彦
九
郎
を
始

め
、
半
四
郎
が
介
錯
を
と
指

名
し
た
面
々
は
皆
本
日
は
出

仕
で
き
な
い
と
い
う
証
拠
を

半
四
郎
は
突
き
つ
け
た
の
だ

っ
た
。

井
伊
家
の
剣
の
使
い
手
三

人
は
、
皆
半
四
郎
に
髷
を
切

り
取
ら
れ
て
髪
が
伸
び
て
髷

を
結
え
る
よ
う
に
な
る
ま
で

家
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
る
と

い
う
事
実
を
、
三
人
の
髷
を

ポ
イ
ポ
イ
と
庭
先
に
投
げ
て

高
笑
い
を
す
る
半
四
郎
が
示

し
た
の
で
あ
る
。
う
ろ
た
え

た
勘
解
由
は
「
切
り
捨
て

い
」
と
命
じ
て
、
半
四
郎
と

井
伊
家
の
侍
の
壮
絶
な
切
り

合
い
と
な
り
、
四
人
は
絶

命
、
八
人
に
重
症
を
負
わ

せ
、
半
四
郎
は
井
伊
家
先
代

の
鎧
兜
を
投
げ
捨
て
て
切
腹

し
て
果
て
た
！

橋
本
忍
の
す
ご
い
脚
本
、

和
楽
器
を
使
い
緊
迫
し
た

ド
ラ
マ
を
盛
り
上
げ
た
武

満
徹
の
音
楽
、
そ
し
て
圧

倒
的
迫
力
の
あ
る
時
代
劇

に
仕
立
て
た
小
林
正
樹
監

督
。
一
九
六
三
年
の
カ
ン
ヌ

映
画
祭
で
は
ル
キ
ノ
・
ビ
ス

コ
ン
テ
ィ
監
督
の
名
作
「
山

猫
」
と
グ
ラ
ン
プ
リ
を
争

い
、
審
査
員
特
別
賞
に
輝
い

た
傑
作
で
あ
る
。

【
訂
正
と
お
詫
び
】

本
紙
新
年
号
掲
載
の
「
硫

黄
島
か
ら
の
手
紙
」
の
文
中

で
、
梯
久
美
子
さ
ん
は
栗
林

中
将
の
ご
令
嬢
で
は
な
く
、

熊
本
県
出
身
の
ル
ポ
ラ
イ
タ

ー
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。

【
監
督
】小
林
正
樹 

【
主
演
】仲
代
達
也 

一
九
六
二
年（
日
本
） 
切
　
腹 

映画狂 映画狂 映画狂 
おすすめの1本 おすすめの1本 

き つ ぶ や 
その 

奥田　宏（金沢市・心療内科） 

の 
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地域へ向けて退院！と言われてはいるが、社会的入院の多い精神科の病

院ではなかなか退院へとつながりにくく、地域からの偏見も強いのが現状

であろう。

当院は精神科の病院であり、地域からの偏見も強い。最近やっと地域の

文化祭に「作品を出品してくれないか？」と依頼があったり、当院での行

事（盆踊りや文化祭など）に、地域の方が参加してくれるようになってく

れている。しかし、実際に地域の方と人間関係を作っていくのには、かな

りの労力も要し、長年の偏見もなかなか消えていかない・・・。

そこで、昨年末より、地域の中で「介護予防教室」を開催することを提

案し、町会の協力の下、月に１回のペースで行うことができている。

スタッフは、作業療法士と看護師。看護師の血圧測定のあと、作業療法

士の私が、転倒予防体操、認知症予防のための音楽や回想、健康講話など

を行う。最初は、｢何させられる？ ｣と半信半疑だった住民の方も、「久し

ぶりにこんなに笑って、楽しい時間が過ごせた。」「月１回といわずに毎週

行なって欲しい」と好評である。

はじめてまだ間もないが、月１回の集まりが、いつしか老人クラブの集

まりになりつつあり、昼食会を兼ねて憩いの場と変化してきている。この

場が「いきがいの場」になれば・・・と思っている。

地域に受け入れられる病院を目指して、人と人との出会いを大切にして

いきたい。

OT編 その⑤ 

「介護予防教室」はじめました！！  ～地域との連携に向けて～ 

医療法人社団浅ノ川　桜ヶ丘病院　作業療法士　岡田　千砂 

2006 年 6月に総数 12本に及ぶ医療改革諸法案が成立した。

今回の改革は、国民皆保険実施以来の最大の改変とも言われ

ている。この法案についての綿密な分析と評価・反論そして

対抗策を提言したのが本書である。

本書は二部構成で、第一部では、医療と構造改革として、

医師不足問題と、日米資本による、医療保険や混合診療、営

利資本による病院経営への参入問題などを具体例を挙げて解

説している。

第二部で、今回の医療改革法について論じている。後期高

齢者に対する医療制度や政府管掌健康保険が都道府県単位に

再編、保険料も都道府県単位に設定される一方、医療費削減

の数値目標の設定、都道府県ごとの診療報酬点数が設定とま

さに負担の公平と給付の平等を大原則としてきた日本の医療

が、崩壊の危機に直面することを指摘する。

また後期高齢者には、「心身の特性にふさわしい」と言う

口実で、入院・外来共、包括定額制が導入され、後期高齢者

のほぼ全員が都道府県単位の保険者である広域連合に移行し

終生保険料を払わされる。保険料徴収も介護保険と同様、原

則として年金から天引、保険料を滞納すれば国保と同様、

「資格証明書」を発行するとなる。また医療費が減るかどう

かＥＢＭに乏しい、特定健診・保健指導の強引な導入。公的

医療機関に代わる社会医療法人制度の導入等々、医療改革法

案はきわめて問題が多く、政府の国民の健康に対する責任の

放棄、憲法 25 条からの逸脱であると断定する。

このような医療改革法案の対抗策として、本書では、医療

政策や社会保障を改善する原動力が「事を起こし、騒ぐ」こ

とを朝日訴訟や、1960 年代のポリオ流行の際の旧ソ連から

の生ワクチンの緊急輸入などの実例を示して提言し、最後に

憲法九条と二五条を土台にした平和経済のもとに個人消費を

高めることが、医療改革の正しい道筋と強調している。本書

は時宜を得た良書であり、皆様にお薦めしたい。

「医療改革法」で 
 どうなる、どうする 
「医療改革法」で 
 どうなる、どうする 

紹介者 副会長　喜多　徹（野々市町・内科） 

新
刊
紹
介 

●著者：日野秀逸・寺尾正之 
●出版：新日本出版社 
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会員リレーエッセイ                      ◆◆ 92◆◆原
稿
募
集
中

趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
杉
野
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

小
児
神
経
を
専
門
に
、
特
に
障
害
児
の
（
リ
）
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
を
中
心
に
小
児
医
療
に
携
わ
っ
て
き
た
。
時
期
と

働
く
場
所
に
よ
っ
て
対
象
の
子
ど
も
た
ち
は
脳
性
麻
痺
、
ダ

ウ
ン
症
、
自
閉
症
そ
し
て
軽
度
発
達
障
害
と
変
わ
っ
て
き
て

い
る
。

医
師
に
な
り
た
て
の
一
九
八
〇
年
代
は
、
ド
イ
ツ
か
ら
ボ

イ
タ
法
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
ボ
バ
ー
ス
法
と
脳
性
麻
痺
の
新
し

い
治
療
法
が
紹
介
さ
れ
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
は
成

長
期
だ
っ
た
。
実
際
に
イ
ギ
リ
ス
に
行
き
、
ボ
バ
ー
ス
法
の

研
修
を
受
け
て
き
た
。
そ
し
て
早
期
訓
練
で
治
る
と
信
じ
、

乳
児
健
診
な
ど
で
脳
性
麻
痺
の
早
期
発
見
に
努
め
、
早
期
訓

練
を
行
っ
た
。
麻
痺
そ
の
も
の
は
治
る
こ
と
は
な
か
っ
た

が
、
脳
性
麻
痺
の
子
ど
も
た
ち
は
、
様
々
な
補
装
具
や
生
活

用
具
を
使
っ
て
動
き
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
経
験
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。

新
生
児
の
時
に
診
断
さ
れ
る
ダ
ウ
ン
症
の
子
ど
も
た
ち

も
、
早
期
か
ら
訓
練
す
る
こ
と
で
正
常
に
近
い
発
達
に
な
る

と
い
わ
れ
、
乳
児
早
期
か
ら
訓
練
を
行
っ
た
。
知
的
な
遅
れ

は
追
い
つ
く
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
人
が
大
好
き
で
愛
嬌
の

あ
る
ダ
ウ
ン
症
の
子
ど
も
た
ち
は
、
早
く
か
ら
集
団
生
活
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
は
典
型
的
な
自
閉
症
や
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
、
学
習
障
害
、
高

機
能
自
閉
症
な
ど
の
軽
度
発
達
障
害
の
子
ど
も
た
ち
も
診
て

い
る
。
今
回
も
早
期
診
断
や
早
期
支
援
の
重
要
性
が
叫
ば
れ

て
い
る
。
重
要
だ
と
い
わ
れ
る
と
些
細
な
こ
と
で
も
見
逃
さ

な
い
よ
う
に
と
頑
張
っ
て
し
ま
う
が
、
軽
度
発
達
障
害
の
子

ど
も
た
ち
は
、
脳
性
麻
痺
や
ダ
ウ
ン
症
の
よ
う
な
明
ら
か
に

目
に
見
え
る
障
害
で
は
な
く
、
子
ど
も
の
六
〜
七
％
に
も
認

め
ら
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
障
害
な
の
で
、「
適
時
診
断
、

適
時
支
援
だ
よ
」
と
心
の
中
で
唱
え
な
が
ら
診
て
い
る
。
同

時
に
脳
性
麻
痺
や
ダ
ウ
ン
症
の
時
と
同
じ
よ
う
に
、
医
療
が

積
極
的
に
か
か
わ
る
こ
と
で
軽
度
発
達
障
害
の
子
ど
も
た
ち

の
育
つ
環
境
が
き
っ
と
良
く
な
る
と
も
思
い
な
が
ら
診
て
い

る
。早

期
か
ら
成
長
著
し
い
ダ
ッ
シ
ュ
型
や
大
器
晩
成
の
ラ
ス

ト
ス
パ
ー
ト
型
、
立
石
に
水
の
雄
弁
型
や
慎
重
な
熟
慮
型
、

と
子
ど
も
の
発
達
は
ス
ピ
ー
ド
も
質
も
多
様
性
に
富
ん
で
い

る
。
大
人
よ
り
ず
っ
と
個
性
的
だ
か
ら
「
画
一
的
に
見
な
い

で
欲
し
い
」。
子
ど
も
の
周
り
に
あ
ふ
れ
る
刺
激
や
情
報
は

す
べ
て
初
め
て
の
経
験
だ
か
ら
、
そ
れ
に
よ
る
「
混
乱
や
不

安
を
受
け
止
め
て
欲
し
い
」。
多
分
、
子
ど
も
た
ち
は
そ
ん

な
ふ
う
に
言
っ
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
が
想
像
を
超
え
る
速
さ
で

変
化
し
て
い
る
中
で
、
診
療
所
で
で
き
る
障
害
児
（
リ
）
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
は
子
ど
も
た
ち
の
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
タ

ー
の
立
場
に
な
る
こ
と
が
第
一
義
で
あ
る
と
意
識
す
る
。
子

ど
も
の
個
性
と
混
乱
を
子
ど
も
に
代
わ
っ
て
親
や
周
り
の
大

人
に
伝
え
る
こ
と
や
、
逆
に
大
人
の
社
会
を
子
ど
も
に
理
解

し
や
す
い
形
で
伝
え
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
成
長
と
生
活
を

支
援
し
て
い
る
。

ず
っ
と
生
活
支
援
を
中
心
に
し
た
医
療
を
行
っ
て
き
た
。

治
し
治
る
と
い
う
医
療
で
は
な
い
が
、
一
つ
の
大
事
な
医
療

の
形
だ
と
思
う
。

昨
夏
、
小
児
科
医
の
集
ま
り
で
障
害
者
自
立
支
援
法
の
勉

強
会
を
し
た
。
そ
の
時
、
大
人
に
な
っ
た
重
度
心
身
障
害
者

の
終
末
期
も
含
め
た
在
宅
支
援
や
、
軽
度
発
達
障
害
者
の
就

労
支
援
も
含
め
た
青
年
期
の
支
援
に
つ
い
て
、
小
児
科
医
の

関
わ
り
の
可
能
性
と
重
要
性
を
語
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
書
く

よ
う
に
と
い
わ
れ
た
が
、
形
に
な
っ
て
い
な
い
も
の
は
書
き

に
く
く
、
今
ま
で
し
て
き
た
こ
と
を
書
い
て
み
た
。

障
害
児
の

　
（
リ
）ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

携
わ
っ
て

林　

律
子
（
金
沢
市
・
小
児
科
）

囲 碁 

（解答は２面にあります） （解答は２面にあります） 

持
駒
　
角
桂
香
香 

■出題 
　九段 
　佐藤昌晴 

黒先白死　5分で上級者 
〈ヒント〉 初手が急所です。 

■出題 
　六段 
　高田尚平 

〈ヒント〉守りの飛車を逆用する。 
 10分で１級。 
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金原　武司（内灘町・皮膚科） 

4回シリーズ 

金原武司先生の 

天生遣欧使節の足跡を訪ねる① 天正遣欧使節の足跡を訪ねる③ 
ポルトガルの旅 ポルトガルの旅 ポルトガルの旅 

一
五
八
五
年
十
二
月
下
旬
、

使
節
ら
は
コ
イ
ン
ブ
ラ
を
訪

問
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
古
の
大
学

の
一
つ
コ
イ
ン
ブ
ラ
大
学
は
、

歓
迎
の
た
め
休
講
に
な
っ
た
と

の
こ
と
。
イ
エ
ズ
ス
会
聖
堂
の

祝
日
で
は
九

カ
国
語
で
説

教
が
行
わ

れ
、
ロ
ヨ
ラ

修
道
士
が
日

本
語
で
説
教

し
、
列
席
者

一
同
彼
を
賞

賛
し
た
と
の

こ
と
で
す
。

コ
イ
ン
ブ

ラ
は
人
口
約

十
万
人
の
都

市
で
、
五
分

の
一
が
学
生

と
い
う
学
都

で
す
。
大
学

は
無
情
の
門
と
呼
ば
れ
る
古
い

門
で
、
旧
大
学
と
新
大
学
の
キ

ャ
ン
パ
ス
に
区
画
さ
れ
、
使
節

ら
は
旧
大
学
を
訪
れ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

学
生
た
ち
は
各
々
学
部
を
示

す
色
の
リ
ボ
ン
を
付
け
（
医
学

部
は
黄
色
）、
在
学
中
は
黒
マ

ン
ト
を
着
用
す
る
と
の
こ
と
で

す
。
マ
ン
ト
は
愛
し
い
人
に
噛

み
裂
か
れ
る
と
い
う
奇
習
が
あ

る
と
か
で
、
裂
き
口
の
多
い
も

の
ほ
ど
も
て
る
し
る
し
と
の
こ

と
。
か
つ
て
の
旧
制
高
校
の
幣

衣
破
帽
の
伝
統
は
、
こ
こ
に
由

来
す
る
と
の
ハ
ナ
シ
も
あ
り
ま

す
。
私
が
大
学
を
訪
れ
た
日
は

生
憎
休
日
で
、
町
中
で
は
マ
ン

ト
姿
の
学
生
た
ち
を
み
か
け
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
た
ま
た
ま

旧
大
学
構
内
で
マ
ン
ト
姿
の
学

生
を
み
か
け
ま
し
た
。
女
子
学

生
た
ち
は
、
な
か
な
か
の
美
人

ぞ
ろ
い
で
し
た
が
、
マ
ン
ト
の

ど
こ
に
も
裂
き
傷
は
な
い
よ
う

で
し
た
（
写
真
）。

余
談
で
す
が
、
コ
イ
ン
ブ

ラ
に
つ
い
て
の
私
の
関
心
事

が
も
う
一
つ
あ
り
ま
し
た
。

一
五
五
一
年
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・

ザ
ビ
エ
ル
が
日
本
を
去
る
と
き

五
人
の
日
本
人
を
伴
い
、
そ
の

う
ち
の
二
人
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ

派
遣
し
よ
う
と
し
た
こ
と
で

す
。
二
人
の
う
ち
山
口
出
身
の

青
年
マ
テ
オ
は
ゴ
ア
で
病
死
し

ま
し
た
が
、
鹿
児
島
出
身
の
青

年
ベ
ル
ナ
ル
ド
は
日
本
人
と
し

て
初
め
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
を

踏
み
、
ロ
ー
マ
に
も
赴
き
イ
エ

ズ
ス
会
初
代
総
長
イ
グ
ナ
チ
ウ

ス
・
デ
・
ロ
ヨ
ラ
に
も
会
い
、

そ
の
後
コ
イ
ン
ブ
ラ
の
学
院
で

客
死
し
た
こ
と
で
す
。
日
本
人

最
初
の
欧
州
留
学
生
の
足
跡
が

ど
こ
か
に
残
っ
て
い
な
い
か
と

期
待
し
た
わ
け
で
す
。
ガ
イ
ド

の
Ｍ
女
史
は
コ
イ
ン
ブ
ラ
に
住

み
、
大
学
の
日
本
語
講
師
で
も

あ
る
こ
と
で
彼
の
こ
と
を
た
ず

ね
て
み
ま
し
た
が
、
残
念
な
こ

と
に
日
本
人
ベ
ル
ナ
ル
ド
の
事

跡
は
ま
っ
た
く
分
か
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

さ
て
、
使
節
た
ち
は
さ
ら
に

バ
タ
ー
リ
ア
、
ア
ル
コ
バ
サ
の

各
修
道
院
、
次
い
で
ナ
ザ
レ
の

聖
母
教
会
を
歴
訪
し
リ
ス
ボ
ン

へ
戻
り
ま
し
た
。

コ
イ
ン
ブ
ラ
に
て

勝
利
の
聖
母
マ
リ
ア
修
道
院

は
一
三
八
五
年
ス
ペ
イ
ン
・
カ

ス
テ
ィ
ー
リ
ヤ
軍
の
侵
攻
に
勝

利
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
独
立
を

守
っ
た
こ
と
を
記
念
し
て
建
設

さ
れ
、
今
で
も
現
役
の
陸
軍
兵

士
が
守
衛
を
努
め
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
も
ゴ
シ
ッ
ク
・
マ
ヌ

エ
ル
様
式
の
大
寺
院
で
、
と
く

に
内
部
回
廊
の
修
飾
の
美
し
さ

は
感
動
的
で
し
た
。

ま
た
、
未
完
に
終
わ
っ
て
い

る
天
井
の
な
い
礼
拝
堂
が
あ

り
、
支
え
の
柱
の
ア
ー
チ
の
独

創
的
な
装
飾
も
見
事
な
も
の
で

す
。い

に
し
え
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
の

残
照
に
輝
く
、
老
貴
婦
人
と
い

う
印
象
で
し
た
。

ア
ル
コ
バ
サ
の
サ
ン
タ
・
マ

リ
ア
修
道
院
は
さ
ら
に
古
く
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
イ
ス
ラ
ー
ム

軍
の
駆
逐
（
レ
コ
ン
キ
ス
タ
）

を
記
念
し
て
一
二
一
二
年
ま
で

に
建
立
さ
れ
、
装
飾
性
は
少
な

く
簡
素
で
あ
る
が
、
教
会
内
部

の
空
間
は
国
内
最
大
の
も
の
と

の
こ
と
で
し
た
。

キ
リ
ス
ト
の
生
誕
地
と
同
じ

名
の
ナ
ザ
レ
は
、
崖
上
と
砂
丘

上
に
分
か
れ
て
建
ち
並
ぶ
町
で

す
。
夕
刻
、
大
西
洋
の
荒
波
が

打
ち
寄
せ
る
海
岸
通
り
を
散
歩

す
る
と
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
店
頭

で
直
火
で
焼
く
魚
の
匂
い
が
し

ま
す
。
メ
ニ
ュ
ー
を
覗
く
と
、

日
本
語
で
「
イ
ワ
シ
の
塩
焼
」。

ホ
テ
ル
の
夕
食
の
メ
イ
ン
デ
ィ

ッ
シ
ュ
が
レ
モ
ン
添
え
の
イ
ワ

シ
の
塩
焼
で
、
醤
油
も
生
姜
お

ろ
し
も
な
く
寂
し
い
食
事
と
な

り
ま
し
た
。

バ
タ
ー
リ
ア
に
て

も
う
一
つ
の
コ
イ
ン
ブ
ラ

ア
ル
コ
バ
サ
に
て

ナ
ザ
レ
に
て

黒マント姿のコインブラ大学の女子学生




